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日本学生科学賞県作品展 
《主催》 

・神奈川県科学教育振興委員会 

・神奈川県立青少年センター 

・読売新聞横浜支局 

《後援》 

・文部科学省 ・神奈川県教育委員会 

・横浜市教育委員会 ・川崎市教育委員

会 ・県立産業技術総合研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 61 回日本学生科学賞神奈川県作品展の表彰式が 10 月 24

日、県立青少年センターで行われ、受賞した中高生に賞状や記念

盾が贈られました。この作品展は、県内各地域から推薦された中高

生の科学研究作品（今年度は 141 点）が一堂に集められる伝統あ

る科学展示です。大人が見過ごしてしまいそうな事柄について、中

高生の視点から疑問を抱き研究テーマとしたものが多くありました。 

県内の理科教員等が審査委員となり審査が行われ、表彰作品が

決定しました。受賞作品は次のとおりです（敬称略）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査会の様子（10月 19日）                             表彰式の様子（10月 24日） 

神奈川県青少年科学体験活動 
推進協議会NEWS 
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中高生の視点から疑問を研究 
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柿沼審査委員長からは「何年もかけて粘り強く、

工夫しているものも見られて嬉しい。今年もレベルア

ップが感じられたので、これからも裾野が広がってい

くことを期待する。」と講評があった。式典には生徒

や指導教諭ら約 100 人が出席。堀江センター館長

が「作品はどれもすばらしく、身近なものに疑問を持

って長い間研究してきた作品が印象に残った。こうや

って社会が支えられていくんだと実感した。自分の研

究心を追い求めてほしい。」と祝辞を述べた。 

（この段落は、読売新聞 10/20、10/25 より） 

 

 

今回は県作品展の紹介でした。いずれも内容はもちろんのこと、ビジュアル的にもすばらしい力作ぞろい

で、将来は青少年センター科学部にスカウトしたい中高生たちです。（事務局 ： 村上、高相、山田、宮城） 

センター開館 55周年 

事務局から 


